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第 1分 科 会   国  語

0読みとる力、聞きとる力を伸ばすには、相互作用をどのようにさせればよりか。

―物語文 (「とびこめ」光村図書出版 4年上)の読解指導を通して一

愛知県春日井市立高座小学校

書   国  華
〇読みとる力、聞きとる力をf申 ばすには、相互作用をどのようにさせればよいか。

―「読み」の中に、多彩な表現活動を一

。入調期のバズ学習

兵庫県姫路市立峰相小学校

松   尾

徳島県徳島市立渋野小学校

細   Jll

饒 璧分 科 会   社  会
。自主的に協調して課題を追求する子どもに育てるには、どのようにすればよいか。

一課題づ くりからの出発 ―

兵庫県加西市立北条小学校

芝

0自 主的に協調 して課題を追求する子 どもを求めて。

新潟県新潟市立南万代小学校

渡   辺   武

鏃 3分 尚 瞼   算  数

。子どもの力が生きるバズ学習

―自己評価を促す学習指導のあり方―

滋賀県神崎郡五個荘町立五個荘小学校

高   村
O「個の問いかけに応え磨き合う学習集団づくり」

思考を深める相互作用

個人思考と集団思考 一 人間関係を高めつつ

広島県豊田郡豊町立久比小学校

宮  地  キ ヌ 子

彦
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0筋道を立てて考え、処理する力と態度を育てるにはどうしたらよいか。

新潟県北蒲原郡安田町立保田小学校

中   野

第 7分 科 会   学 級 経 営

0地域課題をふまえた指導のあり方 (支 え合う集団づくり)

広島県豊田郡豊浜町立豊浜中学校

0学級を学習集団に育てるには、どのような指導をすればよいか。

新潟県新潟市立関屋中学校

野   本

学 習 指 導第 8分 科 会

0学習における小集団の指導はどのようにすればよいか。

岐阜県土岐市立泉中学校

水

○英語学習における小集団活用の側面

兵庫県姫路市立花田中学校

高

0社会科における自主・協同学習の展開

新潟県新潟市立木戸中学校

関

生 徒 指 導第 9分 科 会

Oよ りよい人間関係を育成する生徒指導

均
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翼

民望

鬱
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せ つ 子

正

震根

愛知県春 日井市立鷹来中学校

高   木

0生徒非行を生みださない指導はどうあればよいか。

一確かで豊かな自己表現力を求めて

岩手県盛岡市立河南中学校

遠   畑

O非行を生みださない指導はどうすればよいか。

ツッパ リ生徒と柔道

一生徒に感動場面を与える柔道指導の一例―

新潟県新潟市立藤見中学校

長   沢
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舞電/チジ訓咤餐   甕轟   言吾

事究主題  入門難のパズ学習

徳島県徳島市立渋野小学校 纏1:i 文男

Cバズ学習方式を取寺上げた理轟

0明 治雛来の一せしヽ指幸方式〔こ対する反省

一せい指導 :よ

○聞かせる教育,教師中心の教育

○個人,個性,能力を考黄。ない十ぱひ.と から

げの教 育

○学級の全員が学習に参加していない

Cf麗人中心,発言力の寿る子幸心分教育

○ひと号ひ と号を生かしきる教育

○学習 f二全曇が参加できる教育

●金員が発言できる教育

嚇人 と人との関係 (集糎)の中で犠人を伸ぱす教育

o理解 と態度 (A問形成)邊t…元化ずきる数育

ゞ島るとの理解 :こ立って,本年ギ月から取り組んだ。

実践はまだ壼だ幼稚であるが,理想を高 くかか 1ずで ,

とにか く実践,と にか く一歩でも前進 t′ でも`きたいと

ぃうのが今の気持ちです .

◎バズ学習方式 :菫絶対でないが・ 。なe

学蓄指導方式 fこ iよ ,い ろいろな形式が轟る。しかし絶対 と

いうものはない。特 :こ学校のおかれた環境 ,家庭環境 ,子 ど

もの能力 苺饉1■など学習指導 :こ強い影響力をもつ要素 :ま 多い。

だから,こ れひとつが絶対 とはじヽえな与ヽ.機 :こ臨んで学習

方式も変えてしヽかなければならなしヽとしヽうのが私の持諭である。ただ

あれもこれもとウサ彗の7ン のように,ち ょし` ちょいと球ヽえてい く

こと|よ慎 じまな:すればならないの 1ま しヽ うまでもない .

薇聖 といわれる升轟幸五さん|ま ,自分が将藉静世界でここまでこれ

〔1 }



たの 1ま「新手一生選 幸まり「何かを追求 して 1′ く`とき常〔二新 しも、手

を考えたか らずある.」 としヽわれたが ,ま さ:こ教育も新手一生ず,驚

鐘創造 し,新 しいや り方ず,効果の基る方法 を考え懇じてしヽかなけれ

ばならない。 .

③バズ学習の基本的指導

○上を耕 じで種子をまtす

ことわざ:こ「上を耕して種子をま:す選 と
しヽう言葉がある。種子を表

く競:こ上を耕すこよい実:を警でる前 :こ まし`葉を爾でる。教育も織 ilこ

とで入門鐵 (幼。低う の学習の方難づ iす ,基本的な行動様式がし寺か

等しつけられていな1すれば,学習の効果はあがらない。

例えば 話すこと (話し方),鸞 くこと (聞 き方),言葉使幹,手

の上 iザ方 ,相手を認めあう態度な塾どれひとつとっても,入簿期にぜ

ひ徹底して書継績安被こしつ:す ておかな(す ればならなしヽ.

特に議しみいはオ旨導の原点であるといわれるように,話 し轟いのな

t′ 学ヽ習鐘ない.子 どもと子 おもの積の関係 (入舞聞イ系)や考え方,見

方などは話しあうことで理解できる,

ただ 、入学当擁 (像学年}ii議いが重尊く,表現が予まくて'き ない

ためのつまずき:ま数多くある。そんな時 ,教趣華iよ簑かい眼ヾ見守鶴持

つrかが大切で,光を急 ぐ島まり,子 どもを無視したり,発言を縫番し

たり毎なしヽよう患の永しヽ教育をし着 すればなもないと思 う會

[ はゝ咲 くべきときがきたも:裏き,実 るべきとさ碁iき たら実 仁J

子ど建の可鏡性を信 じ,幸抱強:≪ =じ 幸と待鬱ことが犠学年 ,特 f二入

門期の指導鋳要点である。

0入学懇初 (入学直後からの指導)

ひと幸ひと等の子どもに発言昨機会を与える.

(2 )



(傷}き ょうは どr/D道 を進ってきたの.
学校へ来・る途中,耳に聞こえたもの,見たものは

, ひとつの答えより,み重ねで£つ,3つ言える。
6‐ 議しの途中 ,つ なざ言葉 (そ して,そ れから,そ こで〕 など
。 大きい声でおしまもヽまでハッキザ言えたら,みんなで拍手す

る。 (先生も動ましと賞さんの言葉)

象:席刷に児童基をプザントしておき,各児の発言 F/・ひん度を書
し、frし、く ら

, だれでもが答えられる発間をする。

○組織編歳

・ 一応 ,ひ とり ひとりが発言できるようになった時点 (6～

7月 )で ,並んぜいる予譴志 〔ベア}で話しあう。
例え:ゴ「 はじな こポクが言いますよ.J～ と言って発言

する。

「今度 iま わたしが言与ヽますよ。J～ .
この時書ぶ、た等が手を握幸島っていると話しの仕方が確か fこ

なる。

も ぺ7パズと覆時 :こイ幸ま :ノ バズを1よ じめる。
教科 |こ より,イ幸良もうぜ整んで言舌しらもヽ させる.

0バズの位置づけ

・バズ方式な,教育のあらξかる分野でj奮疇するG

どの教寺斗で 1)メ 避びの申で違組轟平等に話しあいさせることが ,

パズ方式を生かす道である書

0バズメンパーと進行役
(3).
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。話 しあう伸鶴 と進行役 (バズ長 とも言 う)(ま ,全 く同格 として教科

により:時によって,だれでもが進行役:を務めることができるよう

時々交替させ る。

○発言の基本警

ア 進行役の発言議基本型
・～ でよろしいか。 鍵 認)

。そうですねe(青定)

。つけたすこと|ま ありませんか争 (疑間)

・ もう一度 考えでみで下 さい.(再 鑢 })

イ メンバー発言の基本型
・～ と思います.そのわけ 1ま G・ ・。(推 量)

。○○ さん と同 じです。そのわけは 0・ 。 (青 定〕
。○○ さんの意見に気 すたします。 (補 足 )
,～です。 (断 定)

・今の意見 をまとめてみます と (要 約)

これらの発言の基本型を一度に覚えさせた り,言わそうとしてもでき

ない。特に入学塞場では「 1ま しヽ
 ～ ぞす.墨 浄ヾ言えた ら十分である.

ただFe幸に応 じて「 こんな言い方もらるねJと ノ1ヽ轟 しにして,そ れが ,

おおよそ装iえ るよう1こ なった時 ,次の発言の型 をオ旨導する.ま た,前 の

璧面鉦発言の基本警などを握示 してお くのも/つ の方法である.

●教師自身の自己変革

子どもを変えることが教育であるとするなら,ま ず ,教癖自身

が変革 しなければならなしヽ藝爾観点 1ゴか りせん素す る前にまず実

践 して,そ の中で改善や創造 じでい く積極的姿勢こそ大切だと言

わなけれ iゞ なもない。

経験や議だ :す (こたよ惨た学晉指導には進歩がなしヽ じ参子 どもの

主体性を導 奮懇すこと〔まできない。

(4)



◎ 5か月鋳の実践の中から

◎ 学級の実態

O学校の位置と規模
徳島市の申r駐チ衛ょり薄へ約 /虞KM離れ,三方を由に翻まれ ,

古くかも霧けた農業地域である幸全校児童数 |ま ?/名の小規模校

で,児菫は温厚 3純翼ヾ勤労を尊び,児童繕亜の結びつきが強い彎

○子どもの実態

/年  舞子 j名 ,女子 ∫名  計 /θ墓

略

○教育的理解度

/ 年 〔騒議辱斗)  単  元  rぉ ぉきなかぶ .

○発  森
1,爾れど菫か導t:よ 轟iナません。というのはおじ与ヽさんが
ど争毎たけれおもでしょう参

か.itは ぬ :ナ ませんc
)か
、:tiま 彙 :す ません◆

かし:ti婁 姦 iナ ません。

か .tti度 姦けませ ん c

匿X亜妻か・it iま ぬけました.
以上のよ うな繰 準返 導と場薔の変化 をお りまぜ ,言葉や動
作化ξこまな反応を考えた.

器児童の反応

この時期待有の反復と動作化母おもしろさによって,そ れぞ
れの優1宝を表現`し ながら生さ隼 さとj舌動 した。

特に最後の
:`主
うとう 力電 tiょ 曲 :す ましたコ の段階では ,非

常 な溝足感 があ り,ホ ッ ともた表情ぶみ られた。
(5 )
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○本時の発言のひん度

(例をあげると)

1蓮IIII二重l

|

Oパズ学習 と学習意欲

。話しあう学習:こ ついでr/Dァ ンケー ト調査結果から 〔児童対熊}

議しあう (べTバ尋 学習 :こ ついで

好  き 。名・ 。3/θ θ%
拳毎い  。・ e。 .  .θ %

学習意欲がおう盛 とな等,議すことに自信を持ち,生き生 き

と学習に取 り纏.み ,特に文 (七ンテンス)と 文 とのつなぎ方や

まとめ方がうまくなった .

0そ の他の効果

(保護者の声)

・活気のある学習  /年 F児の母

学習ぶ等浩ち 生き生きとして,金曇が学習に参無してしヽるの

でネ
:で しヽでも とでも(ま 号あいがある参

eず しヽぶん 伸びた。 /年 σ児の母
発言している子どもの態度 ,営業を見=聞 しでいると,保育所

と:ま ,す っかり/tiわ っで,急に成長 した.

(6 )

(男子)発 言鐵数 (女子}発言回数
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・
第 9分科会  生徒指導

研究主題  よりよい人間関係を育成する生徒指導

愛知県春 日井市立鷹来中学校 高 木 保 春

はじめに

本校は昭和 56年度、校内で生徒の逮捕者を出すなど、絞内外での乱れは

その ビークにあった。教師 と教節、教師 と生徒、生徒 と生徒の間が、常に、

不信 と警戒心の うずまく中にあって、まともなことをつぶしにかかる一部生

徒 と、それに したがわぎるを得ない生徒、それらの生徒と教師との戦いがこ

こから始まった。

学校としての機能が〃縣化しているのではないか といわれてもしかたがな

いような状況にあって、日には出せない、行動では示せないが、いいふん囲

気の中で学習したい、クラブ活動をしたいとい う大勢の生徒が一方ではいる

ことを私たちは知つた。

そこで、私たちの指導力の向上をはかることも考えながら、次の 4つ を柱

にすえ実践 してい くことにした。

・ ST(短 学活 )を学校や家庭生活の接点とし、自分たちの生活の向上を

はかる相互活動が出来るようにする.

・ 授業の中に相互活動が出来る場面を設定 し、生徒の参撫度を高める指導

法について考え実践する。

・ 基本的な行動様式の定着化をはかるため、生徒指導部を中心のして教節

の移力体制 と指導の徹底をはかるようにす る。

・ 地域 との連携を強化し、情報の交換・ 早期入手をはか り、少しでも早 く

対処することと地域が非行防止のため立ちあがつてもらうよう努力する。

どの 1つ を取つてみても大きな魂題であり、一時は 1つにしぼることも考

えた。 しか し、現状からたとえ浅 くてもいいか心、まず、全体的難轟上げな

はかる必要にせまられ、賽錢饉来る状漉をつ くり怒してい くことになった。

そのような検溌をつ くり臨すことによって、藁鍮綴菫糧
`軸 を彎え、他人を

理解 し一人ひとりの向上鉾ため力を轟しあ 予人鷺卜係を育成 していけないも



ぅのか と考えてきたのである。

実験内容

生徒の学校生活の基盤は学級であ り、どのような学級にしてい くのか大切 ,

な問題である.現在どんな状態であるのか担任は正し
“
くつかみ、どのような

手だてを加えれば向上に向け動き出すのか常に考えていく必要があり、実践

に移 していかなければならない。

学校が学校としての機能を持つためには、一番の基である学級が、学級と

して機能を持 ってこなければならない。さらに、学級をつ くっている小集団

が、その機能を発揮 してこなければならないと考える。

私たちは学級づ くりの最も大切な場として STを 考え、生徒の生活のすべ

ての接点としてとらえ重視 してきた。ここでは、 STの 実践についてのみ以

下に記したい。    ・

0・STの 販 り組みについて

・ 昨年の 9,月 段階には、 STら しい STが行え
ノ
ないようなクラスもあった

が、大筋では生徒はグループにならず、全員が前を向いた隊形で行われ次

のような内容のものであった。

(朝の ST)

・ 朝学習

・ あいさつ

。健康観察

・
・ 一 日の 目標づ くり

・ 家庭学習の確認

・ 意れ物 しらべ

・ 先生命話

こ鍮渕 争がそのまま行われていたかけでままない解、舞容 lf紗 暮 勢最二侍

よ うな亀等で轟 った春また、美質擁な機幾鍼少な く諄式鑢ξl繁 ft・て
｀
1ヽ 悪だ

けで :ま ないか とい う鑓饉Ъ畿や鸞 季舎 轟管轟 3奉 分をあて ,「 い基が等鑢 ご

(帰 りの ST)

・ 家庭学習の確認

・ 生活面での反省

・ 係か らの連絡

・ 明 日の持ち物の確認

・ 先豊か らの1連絡

・ あいさつ



お り始 まらない、てきば ざと進衛で きない、内容鮮参等ヽ、熊鑽が諄 諄`鰺 衣吟

聞轟辞毅内嚢職毅奮の場難轟されて きた。

・ 小纂覇による活動メ軍 準入れ られていない こともあわせ、 纂T器 プ響ダサ

ムを醸定化 していること等反讐 し、小簾磯 溝雛吟慧鍵を轟轍す ると |も 鍾、

次の ことを共量に持 って実議 してい くこと難な つた。

17)畿糠 自身が、互に呼びかけあ ってチ ャイムと共鍾毅箋轟入れ纂よう韓

す ることΦ

軒}時 鸞分け じめを常に意識 させ ること。

(ウ)織 ま りは、盤徒の とりかか りやすい形式鈎、事務的な白等路 もの とす

ること。

←)家 庭で学習することや撃鸞鍮蒔法は、具体鋳鋭緩難申中で搬示す懸。

舞}共 闘で解決を必要とする生活上の問饉を重醸鋳きこ入れらこと。

(力}学 習も班で活動できるような内容の ものとすること。

←〕 班 日記を書かせるようにすること。

´
(ク)「 ○○壼の話 し合い :ま 、○○でよか った轟等いい点を見つけ評鸞 して

い くこと。

以上をもとに、 疹T吟 公開鑢鍵を絞け菫に公鶴しあい、菫轟参鏡 し合 うこ

とを何度か くり返 し、また、嚢咸畿育蒔場で轟 じ舎った りもしてきた。

・ 昨年度の実畿では、だヽ銀鐵 〈懸 いこよる溝難参竃轟を離轟毅簾ζ録亀簑 り轟

めぬクジスがあつた り、鷲 議認鍾いたっては、数人母教鐸鉾取 り難尋 しかな

か った。

しか し、本年度憑 爾講鈴慧機や麓響性が ク響―
・ズ 4ず ップ されて きた。

経験参轟る畿無命一部か ら轟鶴、特喘 かヽばんな ことしか書かない とい う慧見

のある一方、救師の気付かぬ ことがわか って よか った とかち鷲角で轟 し合わ

せ るのにいい轟購が轟て きた等肇維告 亀島,等 ち さらきこ彙な入れてや あこと韓 、

よって、書 いた生徒 と毅鋒咋意志蒔覇雄がぶよかオtら な ど轟さξちで きた彗

葦 塾翼まま、生後騨恵や先鐘 駐盤織幸翼 無をま 拳よしヽ も侍導 してい く―燿路勢

薫輔が提選され、童畿藤大きいとい撃織群が家事オl彙 中



そ こで、 次のことを共鷺鍮権導宰壌・ 扱い方 として、経彙 |)士 義,11筆 ll艤

む ことになった。

l~/)輩 餞議を書 く蓬策をわか 毎せる こと。

(イ)ど んなことを書けばいいのか指導すること。

(ウ)一 ベ ージは書 くよう指導すること,

←}毅 師に対して書 くのでな く、伸鷲に対して書 くような姿勢で書 くよう

指導すること。

け)ふ まじめな警き方が機てきたら、事情を開き鶴轟をすること。        ・

級)必 ず朱を入れて返すこと.・

軒)教 科に関する内容であれば、教科担任の意見も入れること。         
°

{ク)い い書き方、内容についてクラスの全生徒に紹介すること。

また、学級会、学級指導等の時間に取 り上げてい くことt

O 結果について

生徒の代表 2名が難に立ち、プログデムに従い形式的に流れていた ST

が、朝の学習、一 餞の夏雀等学年で統一 した方がいいことまま、どの組 も行

い、他はクテスの事鸞にあわせ業戦に扱われるようになった。

また、相互活動の場面もみられるようになってきた。梶えば、

。一 日の目標を班で話し合い班ごとに決める。 (蘊の理響にもなる )

・ 朝学習でわからないところを聞き合い、毅え合 うゃ

。一 日の学警でわからなぃところを出しあい教え合 つ。

蓼あいさつ運動、 530運 動について、クラスの取 り轟みを難で議し合     ・

う。

中班 轟記の中皓蘭饉を轟 し合 う.

等々、そ して、こ伸ょうな畿x活動の取 り組みが、班長の役割、指導導声

法へとつながっていったり、電 難證へと結びついていった。

tの 班 鋼記が、儒人の感曜、数覇や鸞員の批判といった内容から、先なこ

書かれた薩容について意見が轟され、饉 鏡記の中で討論されるような状況

・勝ζ生まれてきた。



1   ・

また、菫を降上 させ るため母提案 亀l鶴 され 悉よ うになった争

しか し、すべての縄がそ うな ったかけでな く、 クテム轟よ轟叢 亀藝立 って

きた。一部生徒の鱗書、や る短分ない金縫を
'薄

慧:こ して、轟亜轟動がなかなか

実現できず警 しんでいる教師の多い状験で :よ ら轟が、まともな豊繊がらぢん

で生簿 していた嘆を思 うとかな り様子が変 って きた。

次に饉 籟記の内客が、 STの 相互紙動 と鮭びつ きよりよい憑ぼ くり、学緩

づ くりに結びついてい った例を 2～ 3あ げたい。

(例 1)協 力的な理をつ くるため、壼対抗のバ ア…ポール大会をとい うこと

か ら学畿会に取 り上げ られ、 経Tで 爾 ごと作戦な ど議 し合われ大会が行わ

れた。臨力が十分で きなか った鐘鍵について麗 毬織鍵「
。・ 吟゙・経のバ ン…

ボール大会は 15対 1と い う悲惨な結果で した。 こんなこと書いたらいか

ん と思 うけ ども 学少 し浅井さんに動いて もらいたか ったど 0,池 購彗 も藝村

さん もがんば ったんだか な い。で もミスして もやつあた りせず動 ま しあ っ

て 1点 とれただけで もよか った と思 うJ 浅井さんは「 早 くこの ノー トに

―
書 きたか ったんです・・… バ ンーボールの ことがず っと気がか りであやま り

たか ったんです。理員のみなさん、すみませんで した。一人ひ とりが全力

をつ くさない と班の人たちに迷惑のかか ることが よ くわか りま した選 (騨

(例 2)3琵 の班 轟轟か らクラスに花を機 くため轟、みんなでお金を懇 し合

お うとあ った。問 じ饉の申で種か ら育てた らどうか とい 多意 見が識た。そ

こで、 これ を全員に結介 し各壼で識 し合わせた ところ、 ごめ罐 も大賛成で

あ った二 8職の機案で、各麗が機や熱 を もちよ り鐘いあ って咲かせ ること

にな った。それ までは気付いた人が持 って驚拳こととし、 F真 をあ りが と

う選吟鶴示をすることな ど決め 与れ突衛 :こ 移 された。 (1年 ≫

(例 3)伸 聞争まずれキこついて解決 してい■ヽ ない と鐘活暴は よ tノ も`母 :こ な って

いかない。 とい う意見を母 りの ST‡こ紹介、ア ンター トを班 った ち伸麟は

ずれが 鵞静 4の 最大命難点で島ることがわか った。巻難で具体的亀t側や対

策についてか亀 摯真剣靴議 し合 っ貴1。 金員で麟篭滋ついて繊極 凛畿・い、押

力 し〆てい くことを誓 しヽ会 った。そ」〕を1尋 理 露識か 祭「 今 もな碑予ξま尋lん な



こぽ》まんまです争モんな路がまんで おまぐ∴中か毒幸゙

こんで くれる とbヽ い な基 と思い ます。い華警野井学爾轟競ケこや斗子を入壻
.1′

ま

した。 もうスダー トしたのです。がんぶ ってみたいと薄、場・ます。J(黛 年 )

鍼上、 1年畿は入学曇祷か ら学年義量の共進理解 と一貫 しナ指導導携が と

れたことか ら、場難の段階ではあるが轟菫満動の定鑢化が進みつつも孝)。

2・ 3年は途中か らとい うこともあって、組の事情 亀異なることか も lギ壺

ξ曇どではないにせ ょこの様な例が、上げられ るよ うまこなってきたこと雛:体に

進歩鍮 きざしを感 じている。

灘わ り轟

まともな学校であれば、 轟然行われていることであ り、つまらないことか

も無れない。 しか し、今俸私たち鑢、発た り鱗鉾事を発な 幸欝 1駐 轟来るよう

にすることが襲いであ拳。 203年 にこよ、非衛生継 と呼ばれている生徒が激

バーセ ン トいる。以前は、 この様な生徒が 理件 とごかない ところで力を持ち

毅鍮‡ま、やれ ら吟鐘徒の対応に中心をおいてきた。いやおかざるを得なか 嗜

た。そのため、まともな生徒を放任せざろを得ない事情にあった。

脅吟機な状況が全体 を乱 して いった との反省か ら、大勢の生徒中 :r)こ 考え

STか ら入った。 STで の相互活動が、援業へ も顕 り入れられ諜肇内容を考

え碁必要か ら「 援業計藝カー ドJを 生み、「 疑難記録 ノー トニ生み出 し
‐
こ「き

た。小、集圏による機互活動を基盤に して壺徒会活動や クテプ轟難が行わft慈

よ うにな り、壼 轟量を奉 Pわ としえ指導を義気よ く鏡け島こ鵬 こ.ミ っIIゝ I:'F

を許 さない、生尋轟 きない集難が轟来あが すて くるもの と禁じて時ヽ おたしヽむ

地域連携では、 /」 中ヽが 五鍾疑難を会霧
=し
合い話 し合 った り、共通 デーマで

購報を交換 した りして推導の方渡な考えた りしてきた。 また、それ.ギ れの地

域ほ難iか けてい き、小キのほ轟 |マ
.や
機母人々との憲襲会を持ち、葬fTを ネ鋳

か さ驚しヽ地域 として主ち島が っては じ与ヽことを依襲 した り 1ノ ているっ :鍛 lliよ

轟溝奮が多 く1職 り、強い翼心が示されてき》11こ とを私たち :よ喜こんでい基。

1 1
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